
 

 

 

 

 

＜概要＞ 



す
べ

て
の

人
々

が
能

力
を
発

揮
し
、
安

心
し
て
働

き
、
安

定
し
た
生

活
が

で
き
る
社

会
の

実
現

す
べ

て
の

人
々

が
能

力
を
発

揮
し
、
安

心
し
て
働

き
、
安

定
し
た
生

活
が

で
き
る
社

会
の

実
現

（
概
要
）

（
概
要
）

○○
安
定
の
確
保
と
キ
ャ
リ
ア
形
成

安
定
の
確
保
と
キ
ャ
リ
ア
形
成

→
雇

用
と
生

活
の

安
定

が
図
ら
れ

る
、
職

業
キ
ャ
リ
ア
の

主
体

的
な
発
展
と
能
力
発
揮

の
実
現

○○
多

様
性

と
自

律
性

の
尊

重
多

様
性

と
自

律
性

の
尊

重

→
生

涯
を
通

じ
、
個

人
の

価
値

観
に
基

づ
き
、
人

生
の

各
段

階
に
応
じ
て
、
主
体
的

に
選
択

で
き
る
多
様
な
働
き
方
の

実
現

○○
公
正
の
確
保

公
正
の
確
保

→
豊

か
な
活

力
あ
る
経

済
社

会
に
ふ

さ
わ

し
い
、
働

き
方
に
か

か
わ

り
の

な
い
、
公

正
な
労
働

条
件

の
決

定

あ
る
べ
き
雇
用
・
労
働
社
会
の
姿
（

あ
る
べ
き
雇
用
・
労
働
社
会
の
姿
（
20

30
20

30
年
）

年
）

○
人

口
減

少
に
伴

う
労

働
力

人
口

の
減

少

○
グ
ロ
ー
バ

ル
化
、
技

術
革
新
等

に
伴

う
企
業
行
動

の
変
化

（
株

主
重

視
の

経
営

、
中

核
的

な
人

材
の

絞
り
込

み
、
高

度
人

材
の

需
要

増
、
外

部
人

材
の

活
用

、
成

果
主

義
的

賃
金

の
導

入
）

○
長
寿
化
、
正
社
員
以

外
の
者
の
増

加
、

価
値
観
の

多
様
化
、
共

働
き
世
帯
の
増

加
と

い
っ
た
労

働
者
側
の
変

化

労
働

市
場

を
取

り
巻

く
変

化
労

働
市

場
を
取

り
巻

く
変

化

○
フ
リ
ー
タ
ー
、
派

遣
な
ど
正

社
員

以
外

の
雇

用
形

態
で
働

く
若

者
や

ニ
ー
ト
の

存
在

→
将
来
の

格
差

の
固

定
化

や
少

子
化

の
拡

大

○
女

性
、
高
齢

者
等

の
労

働
市

場
へ

の
参

加
や

能
力

発
揮

の
不

十
分

さ
→

労
働

力
人

口
の

大
幅

な
低

下
に
伴

う
経

済
成

長
の

制
約

の
お
そ
れ

○
正

社
員

の
絞

込
み

等
に
伴

う
長

時
間

労
働

の
増

加
や

能
力

開
発

機
会

及
び
自

己
啓

発
機

会
に
恵

ま
れ

な
い
者

の
存

在
→

労
働

者
の

健
康

面
の

懸
念

、
仕

事
と
生

活
の

調
和

に
支

障
→
人
的

資
本

の
過

小
蓄

積
に
伴

う
生

産
性

の
低

下

雇
用

労
働

の
変

化
と
懸

念
さ
れ

る
課

題
雇

用
労

働
の

変
化

と
懸

念
さ
れ

る
課

題

20
30

20
30

年
の

あ
る
べ

き
姿

の
実

現
に
向

け
た
、
当

面
５
年

程
度

の
中

期
的

な
重

点
施

策
の

具
体

的
方

向
性

年
の

あ
る
べ

き
姿

の
実

現
に
向

け
た
、
当

面
５
年

程
度

の
中

期
的

な
重

点
施

策
の

具
体

的
方

向
性

③
多

様
性

を
尊

重
す
る
「
仕

事
と
生

活
の

調
和

が
可

能
な
働

き
方

」
へ

の
見

直
し

・
仕

事
と
生

活
の

調
和

が
可

能
な
働

き
方

の
た
め
の

企
業

の
取

組
の

促
進

・
支

援
と
労

働
者

に
対

す
る
意

識
啓

発
・
多
様
な
働
き
方
を
主
体
的

に
選

択
で
き
る
労
働
環
境

の
整
備

(パ
ー
ト
の
均
衡
待
遇
の
確
保
、
パ
ー
ト
・
有
期
労
働
者
の
正
社
員

転
換

支
援

、
等

)

①
誰

も
が

意
欲

と
能

力
に
応

じ
て
安

心
し
て
働

く
こ
と
の

で
き
る
社

会
の

実
現

（
就

業
率

向
上

）
・
若

者
の

雇
用

・
生

活
の

安
定

と
働

く
意

欲
・
能

力
の

向
上

（
フ
リ
ー
タ
ー
、
派
遣
労
働
者
な
ど
の
不
安
定
就
労
者
の
正
社
員
就
職

支
援
、
等
）

・
女

性
の

キ
ャ
リ
ア
の

継
続

と
再

就
職

等
の

実
現

（
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
就
職
支
援
、
等
）

・
い
く
つ
に
な
っ
て
も
働

け
る
社

会
の

実
現

(年
齢

制
限
禁

止
の
徹
底
、

70
歳
ま
で
働

け
る
企
業

の
普

及
、
多
様

な
就

業
や
地
域

参
加

の
機

会
の

確
保
、
等

)
・
障

害
者

等
へ

の
支

援
（
障

害
者

の
雇

用
機

会
の

拡
大
、
母

子
世

帯
等
に
対

す
る
「
チ
ー
ム
支
援

」
の
強

化
、
等

）

・
地

域
に
お
け
る
雇

用
創

出
の

推
進

（
地

域
活

性
化
に
向

け
た
省

庁
横

断
的
な
支
援

、
U
・
Ｉタ

ー
ン
の
促
進
、
等
）

・
労

働
力

需
給

調
整

機
能

の
強

化
(労

働
者
派
遣
事
業
に
係
る
厳
正
な
指
導
監
督
と
労
働
者
派
遣
制
度
の
見
直
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
、
等

)

検
討
課
題

検
討
課
題

○
労
働

力
人
口

の
減

少
を
見
据

え
た
、
必

要
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

（
例

年
中
無
休

24
時
間
営
業
等
に
お
け
る
労
働

力
の
過
剰
な
消
費
の
見
直
し
）

○
労
働

者
の
生

活
に
配

慮
し
た
企

業
の

利
益
配

分
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

○
経
済
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
必
要
な
産
業

の
検

討

○
外
国
人
労
働
者
受
入
れ
に
つ
い
て
の
幅
広
い

見
地
か
ら
の
総
合
的
な
検
討

○
就
労

機
会
や

就
労

希
望

を
阻

害
し
な
い
中
立

的
な
税
・
社
会
保
障
制
度
の
検
討

～
本

格
的

な
人

口
減

少
へ

の
対

応
～

政
府

一
体

と
な
っ
た
取

組
政

府
一

体
と
な
っ
た
取

組

社
会
保
障
政
策
、
マ
ク
ロ
経
済
運
営
、
産

業
政

策
、
教

育
政

策
、
少

子
化

対
策

、
等

雇
用
・
生
活
の
安
定
確
保

雇
用
・
生
活
の
安
定
確
保

①
誰

も
が
意

欲
と
能
力

に
応
じ
て
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
（
就
業

率
向
上
）

②
働

く
人

す
べ

て
の

職
業

キ
ャ
リ
ア
形

成
の

促
進

③
多

様
性

を
尊

重
す
る
「
仕

事
と
生

活
の

調
和

が
可

能
な
働

き
方

」
へ

の
見

直
し

相 互 に 関 連 ②
働
く
人
す
べ

て
の
職
業
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
促
進

・
職

業
キ
ャ
リ
ア
を
支

援
す
る
イ
ン
フ
ラ
の

充
実

（
多

様
な
教
育

訓
練

シ
ス
テ
ム
の

充
実
等

、
等

）

・
職

業
生

涯
を
通

じ
た
キ
ャ
リ
ア
形

成
支

援
（
経

営
団

体
と
協
力

し
た
「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
」
制

度
の
普

及
促

進
、
等
）

・
競

争
力

の
向

上
を
担

う
高

度
人

材
の

確
保

・
育

成
（
熟

練
技
能

者
の

技
能

継
承

支
援
、
専

門
的

・
技
術

的
分
野

の
外

国
人

の
受

入
れ
、
等
）

・
中

小
企

業
や

福
祉

・
介

護
分

野
の

人
材

確
保

対
策

（
人
材
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
教
育
訓
練
制
度
、
中
小
企
業
の
下
請
取
引
適
正
化
の
推
進
、
等
）

・
外

国
人

研
修

・
技

能
実

習
制

度
の

適
正

化
と
見

直
し
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8
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9
6
7

1
,0

8
5

1
,1

7
3

1
,0

3
7

1
,2

7
4

労
働

力
人

口
の

見
通

し

　
 人

口
減

少
下

に
お

い
て

、
若

者
、

女
性

、
高

齢
者

、
障

害
者

な
ど

全
て

の
人

が
意

欲
と

能
力

に
応

じ
て

働
く
こ

と
の

で
き

る
環

境
が

整
う

こ
と

に
よ

り
、

現
状

の
ま

ま
推

移
し

た
場

合
の

労
働

力
人

口
の

見
通

し
と

比
較

す
る

と
、

2
0
1
7
年

で
約

3
4
0
万

人
増

、
2
0
3
0
年

で
約

6
0
0
万

人
増

加
す

る
な

ど
、

将
来

的
な

労
働

力
人

口
の

減
少

を
一

定
程

度
抑

制
。

6
0
歳

以
上

3
0
歳

～
5
9
歳

1
5
歳

～
2
9
歳

労
働

市
場

へ
の

参
加

が
進

ま
な

い
ケ

ー
ス

労
働

市
場

へ
の

参
加

が
進

む
ケ

ー
ス

2
0
1
7
年

労
働

市
場

へ
の

参
加

が
進

ま
な

い
ケ

ー
ス

労
働

市
場

へ
の

参
加

が
進

む
ケ

ー
ス

2
0
3
0
年

2
0
0
6
年

(6
,6

5
7
万

人
)

（
6
,2

1
7
万

人
）

(6
,5

5
6
万

人
）
（
5
,5

8
4
万

人
）

（
6
,1

8
0
万

人
）

若
者

へ
の

就
業

支
援

→
約

９
０

万
人

増

（
資

料
出

所
）
総

人
口

に
つ

い
て

は
、

2
0
0
6
年

は
総

務
省

統
計

局
「
人

口
推

計
」
、

2
0
1
7
年

、
2
0
3
0
年

は
国

立
社

会
保

障
・
人

口
問

題
研

究
所

「
日

本
の

将
来

推
計

人
口

」
（
2
0
0
6
年

1
2
月

推
計

）
に

よ
る

。
　

　
　

　
　

　
　

 労
働

力
人

口
に

つ
い

て
は

、
2
0
0
6
年

は
総

務
省

統
計

局
「
労

働
力

調
査

」
、

2
0
1
7
年

、
2
0
3
0
年

は
Ｊ

ＩＬ
Ｐ

Ｔ
「
2
0
0
7
年

度
需

給
推

計
研

究
会

」
に

お
け

る
推

計
結

果
を

も
と

に
、

雇
用

政
策

研
究

会
に

お
い

て
検

討
し

た
も

の
。

　
　

　
（
注

）
　

1
.「

労
働

市
場

へ
の

参
加

が
進

ま
な

い
ケ

ー
ス

」
と

は
、

性
・
年

齢
別

の
労

働
力

率
が

2
0
0
6
年

実
績

と
同

じ
水

準
で

推
移

す
る

と
仮

定
し

た
ケ

ー
ス

。
　

　
　

　
　

　
　

2
.「

労
働

市
場

へ
の

参
加

が
進

む
ケ

ー
ス

」
と

は
、

各
種

施
策

を
講

じ
る

こ
と

に
よ

り
、

若
者

、
女

性
、

高
齢

者
等

の
方

々
の

労
働

市
場

へ
の

参
加

が
実

現
す

る
と

仮
定

し
た

ケ
ー

ス
。

仕
事

と
家

庭
の

両
立

支
援

（
女

性
へ

の
就

業
支

援
）

→
約

１
６

０
万

人
増

（
う

ち
女

性
１

２
０

万
人

増
）

高
齢

者
へ

の
就

業
支

援
→

約
９

０
万

人
増

総
人

口
(1

2
,7

7
6
万

人
)

労
働

力
人

口

約
4
4
0
万

人
減

(1
2
,4

4
6
万

人
)

約
1
0
0
万

人
減

約
1
，

0
7
0
万

人
減

約
4
8
0
万

人
減

(1
1
,5

2
2
万

人
)

高
齢

者
へ

の
就

業
支

援
→

約
２

４
０

万
人

増

仕
事

と
家

庭
の

両
立

支
援

（
女

性
へ

の
就

業
支

援
）

→
約

２
７

０
万

人
増

（
う

ち
女

性
２

２
０

万
人

増
）

若
者

へ
の

就
業

支
援

→
約

９
０

万
人

増

各
種

対
策

に
よ

り
約

３
４

０
万

人
増

各
種

対
策

に
よ

り
約

６
０

０
万

人
増

27



 

 

 

 

 

＜付属資料＞ 



 

＜付属資料＞ 

目次 

労働力需給推計の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28 

労働力需給推計における政策変数の設定について・・・・・・・・・・・・・・・・・29 

労働力需給推計モデルのフローチャート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30 

労働力人口と労働力率の見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・31 

労働力供給（マンアワー）の見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・32 

労働力供給と経済成長との関係の見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・33 

第１表 年齢階級別労働力人口の推移と見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・34 

（１）労働市場への参加が進まないケース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34 

（２）労働市場への参加が進むケース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

第２表 年齢階級別労働力率の推移と見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

（１）労働市場への参加が進まないケース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・36 

（２）労働市場への参加が進むケース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・37 

第３表 年齢階級別就業率の推移と見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

（１）労働市場への参加が進まないケース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

（２）労働市場への参加が進むケース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39 

 


